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は じ め に

イギリスにおいて，「スポーツ・オブ・キングス（the Sport of Kings）」と

称されるのが競馬である。従来，競馬は上流階級の独占物であり，まさに「貴

族的」な娯楽であった。この競馬が，組織的に行われるようになったのは，1750

年ごろに上流階級の社交クラブとして，ジョッキー・クラブ（the Jockey

Club）が設立されてからである。チャールズ 2世以降の王族や貴族たちによ

って権威づけられていたニューマーケット（Newmarket）を本拠地とするジ

ョッキー・クラブは（1），本来の「貴族的」な要素を強化すると同時に，統括

団体としては一般を対象としたスポーツ化を図るようになった。特に，19世

紀に入り，競馬に他の階級の人々が参加するようになると，その二つの傾向は

さらに促進され，19世紀中頃には，競馬は「貴族的」かつ「近代的」なスポ

ーツへと昇華する段階を迎えた。この時期の競馬場は，上流階級の華やかな社

交空間として機能したし，それと同時に，他の階級の人々に合理的な娯楽を与

えるための様々な改革がなされた。

こうしたジョッキー・クラブの改革の試みは，本拠地ニューマーケットや，

ジョッキー・クラブが掌握したアスコット（Ascot），エプソム（Epsom）と

いった他の中央の競馬場のみならず，その影響力をイギリス全土の地方競馬場

へ及ぼそうとするものであった。中央の競馬場で創設されたクラシック・レー
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ス（Classic Races）と類似する競走が，地方でも開催されるようになったこ

と，時代に適合させる競馬改革を示す合理的な競馬施行規則の拡大，これらに

よって広大なネットワークが構築されていった。ニューマーケットは，こうし

た改革の指導的役割を担う存在として，ますます聖地的な要素を見せるように

なった（2）。

本稿では，ニューマーケットと地方競馬場の関係を検証したいが，そのため

に，地方競馬場でありながら，ニューマーケットの近代化の実験的競馬場とし

て機能し，地方への影響力拡大のモデルケースと言える存在であったグッドウ

ッド（Goodwood）競馬場を中心に考察する。また，それは 19世紀中頃を代

表するジョッキー・クラブ幹事，ジョージ・ベンティンク卿（Lord William

George Frederick Cavendish-Scott-Bentinck, 1802−1848）主導による改革

を考察することでもある。彼は，公平性やエンターテイメント性を重視した，

競馬を観客に「見せる」と同時に「魅せる」ための競馬改革を，まずグッドウ

ッド競馬場で行っているからである。

ここで，競馬改革を促進させた要因として，他の階級の参入について追記し

ておきたい。19世紀中頃になると，競馬は全階級的なスポーツと言われるほ

どに，上流階級だけの娯楽ではなくなった。上流階級にとっては，19世紀に

入っても，競馬に参加することは，社交の一環であり続け，加えて 19世紀中

頃には，他の階級に自らの威光を見せる機会にもなった。その際，上流階級の

人々は，グランド・スタンド（Grand Stand）と呼ばれる特別観覧席に陣取

ることで，結束を強化するとともに，他の階級との身分的切り分けを行った。

競馬を統括していた上流階級主体のジョッキー・クラブは，新しい参加者に合

理的な娯楽を与えるために，競馬のスポーツとしての近代化を図る様々な改革

を行った。また，それと同時に，中産階級の一部を取り込んで自らの再編を図

るとともに，自らと他の階級との差異を明確化するために，競馬が本来持つ

「貴族的」要素を強化する試みが推進されたのである。

一方，19世紀以降富裕化した中産階級にとって，馬主として競馬に参加す

ることは，社会的な上昇を示すステータス・シンボルを求めたものであり，加
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えて上流階級との交流を企図したものでもあった。筆者が別稿で取り上げたよ

うに，19世紀中頃に馬主登録を行っていた中産階級の人々は，馬主登録全体

の約 7割を占めていた（3）。また，同時期の労働者階級は，馬主として競馬に

参加することは到底かなわなかったが，日々の労働の対価であるレクリエーシ

ョンとして，頻繁に競馬場に足を運ぶようになった。

さて，ジョッキー・クラブ主導の下で，競馬が全階級的なスポーツとして統

括されるにあたって，重要な役割を果たしたのが，メディアの利用である。ク

ラブの設立から 20数年を経た 1773年に発行された Racing Calendar（『競

馬年鑑』）が，それにあたる。この定期刊行物は，イギリス各地の競馬場の開

催予定情報および競走結果を掲載するとともに，ジョッキー・クラブの競馬施

行規則，命令などを他の競馬場に発信する際の重要な情報媒体となった。

加えて，ジョッキー・クラブは，18世紀末にもう一つの重要な定期刊行物

を発行し始めたが，それが 1793 年初版の General Stud Book（『血統登録

書』）であり，この中で定義されたのが，サラブレッド（Thoroughbred）で

ある。「純血」とされたこの新しい種の競走馬は，「高貴な」クラブメンバーを

抱えるジョッキー・クラブによって創り出された。この種が，19世紀前半を

通して，馬主の血統意識をより高めることとなり，先の Racing Calendar に

おける種牡馬広告と連動する形で，19世紀中頃には血統の持つ意味合いがさ

らに強まった。「高貴な」ジョッキー・クラブが，競走馬の血統の枠組みを決

めるということは，その競走馬を「高貴な」存在として位置付けることと同義

であった。

1．研 究 史

19世紀末のジョッキー・クラブ研究者であるロバート・ブラック（Robert

Black）は，彼の著作の中で，ジョッキー・クラブを以下の三期に分類してい

る。それは，すなわち 1750年から 1773年までの第一期と 1773年から 1835

年までの第二期，1835年から 1891年までの第三期である（4）。
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1773年は，情報発信の点で画期的な年で，先述のように『競馬年鑑』，Racing

Calendar の初版が発刊された。1835年は，Racing Calendar にジョッキー

・クラブのメンバー全員が初めて公表された。それまでクラブのメンバーは非

公開で，クラブはメンバーだけの社交クラブとして機能していた。しかし，後

に紹介するヴァンプリューが述べているように，メンバーの公表はジョッキー

・クラブの地方への影響力拡大を意図して行われた。最後の 1891年は，ブラ

ックの著作の出版年である。

ブラックの研究を踏まえ，筆者は，ジョッキー・クラブの設立から Racing

Calendar の初版発行までをジョッキー・クラブの揺籃期とし，Racing

Calendar の初版発行からクラブのメンバーリスト公開までを初期発展期，

1830年代半ばから 1840年代半ばを後期発展期と位置付けている。特に，後

期発展期は，本稿で取り上げるジョージ・ベンティンク卿時代にあたる。加え

て，ベンティンク卿亡き後，クラブの舵取りを担ったアドミラル・ラウス

（Admiral Henry John Rous, 1795−1877）の時代から 19世紀末までを確立

期としている。中でも 1877年は，ジョッキー・クラブが作成した競馬施行規

則が全国的に受容された年であるため，極めて重要である。

さて，ジョッキー・クラブ研究の二大潮流をなすのは，レイ・ヴァンプリュ

ー（Wray Vamplew）とマイク・ハギンズ（Mike Huggins）の研究であろ

う。両者とも，19世紀の競馬の発展について解き明かそうとしたが，ヴァン

プリューは，特に 1840年代における鉄道の発展が，見るスポーツとしての競

馬人気を高めたことを強調している（5）。一方のハギンズは，スポーツの「商

業化」のプロセスを捉えている（6）。ジョッキー・クラブに関して，ヴァンプ

リューは，それが 19世紀に入って統括団体としての権力を求めようとしたと

指摘し，地方競馬場を巻き込みながら，19世紀中頃になっても攻勢を続けた

と主張しているため（7），肯定的に捉えている。スポーツの「商業化」に着目

するハギンズは，ジョッキー・クラブを，多くの会員の能力不足と競馬への関

心不足から消極的な団体であったとし，加えて，「賭け」，「2歳馬競走」，「騎

手の統制」，「競走馬のドーピング」という 4つの重要問題への無関心からそ
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の脆弱性を強調し，否定的な見方をしている（8）。

地方競馬への影響という点では，ジョッキー・クラブの統括団体としての権

威が，いつイギリス全土に行きわたったかについての検討が必要であろうが，

多くの研究は，その時期を 19世紀中頃もしくは 19世紀後半と定めている。

つまり，ベンティンク卿時代あるいはラウス時代ということになるが，19世

紀中頃とする研究者には，ジョッキー・クラブがヴィクトリア朝時代に全国的

な運営団体となったと主張するリチャード・ホルト（Richard Holt）や（9），

ジョッキー・クラブの影響力が 1840年代に浸透したとするジョン・ベケット

（John Beckett）らがいる（10）。これらの研究は，19世紀中頃のベンティンク

卿の改革を肯定的に捉えるものである。

一方で，19世紀後半に重きを置く研究者として，ニール・トランター（Neil

Tranter）は，社会秩序を堅固にせしめんとするエリートのもくろみの結果と

して，ヴィクトリア時代とエドワード時代にスポーツ革命があったことを指摘

している（11）。また，ピーター・マッキントッシュ（Peter McIntosh）は，19

世紀後半の特徴として，スポーツの大増殖，有力な統括団体での組織化があっ

たとし，その際にジョッキー・クラブが貴族の社交の集いから，ルールの起草

や執行の権限を持つ組織になったと位置づけている（12）。

地方への影響力という点での 19世紀中頃か後半かの論争を述べてきたが，

ここで取り上げたホルト，ベケット，トランター，そしてマッキントッシュの

研究をさらに吟味してみると，ベンティンク卿時代かラウス時代かというより

も，地方への影響力に関して，19世紀に重要な変化が二段階あったと理解し

た方がよい。本稿で扱うベンティンク卿時代もラウス時代も，地方への影響力

を広げる中で重要な時代であったが，その重要性の違いが問われる。

さて，ベンティンク卿時代の背景について，彼が生きた 19世紀のイギリス

は，まさに「改良の時代」であった。政治的な出来事では，1832年における

第一回選挙法改正や 1834年の改正救貧法の制定，またチャーティズムの敗北

などを経験するとともに，1846年には，自由貿易の確立に向けた穀物法廃止

が実施された。
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この改良の時代において，社会的に娯楽の必要性が声高に叫ばれていたが，

この点については，ピーター・ベイリー（Peter Bailey）や川島昭夫氏の「合

理的娯楽」（rational recreation）論が注目される。ベイリーは，1840年代か

ら 1850年代にかけて，貴族的な統括団体であるジョッキー・クラブが自らの

行いを正すことによって，競馬開催は愛国的要求および高い地位を持つ団体と

いう点を利用した，貴族の後援およびライフスタイルの拠点であり続け，労働

者階級の競馬への参加が増加したとしている（13）。これは，ベンティンク卿が，

自らの時代において，上流階級を重視しながらも中産階級や労働者階級の娯楽

を無視できなかったことを示している。また，川島昭夫氏は，フットボールを

禁止されたダービー（Derby）の労働者階級に対して，伝統的農村競技，鉄道

遊覧旅行，競馬という 3つの代用の娯楽が提案され，そのうち競馬のみが実

現をみたとし，競馬が「引き離し－引き寄せる」式のカウンター・アトラクシ

ョンとして機能したことを指摘している（14）。

「合理的娯楽」に関しては，産業革命期のレジャーの研究で知られるヒュー

・カニンガム（Hugh Cunningham）も着目している（15）。このことは，産業

革命によって台頭した中産階級を，19世紀前半から中頃にかけて創立と発展

を経験した公的美術館であるナショナル・ギャラリー（ the National

Gallery）を通して扱っている松本佐保氏の研究でも指摘されている（16）。時期

的に，ベンティンク卿時代の余暇を説明するもので，「貴族的」かつ「近代的」

な要素を融合させたベンティンク卿が，自らの改革で他の階級に合理的な娯楽

を与えることを重視していた事実を示すのに役立つ。

次に，グッドウッド競馬場についてであるが，これまで多くの研究者に好意

的に捉えられてきた。例えば，スポーツ史家のアレン・グットマン（Allen

Guttmann）は，19世紀において，グッドウッド競馬場がアスコットやエプ

ソムなどの有力競馬場にならび，他の大部分の競馬場よりも女性を多く惹きつ

けたとし，上流階級の社交における女性の競馬参加について述べた（17）。また，

ジョン・ピンフォールド（John Pinfold）は，グッドウッド競馬場およびリヴ

ァプール（Liverpool）競馬場を，本質的な貴族の後援を通じて確立された競
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馬場と位置づけ，19世紀の地方競馬場について論じている（18）。加えて，グッ

ドウッドを芸術，建築，スポーツ，リッチモンド一族の観点から捉えた研究者

に，ローズマリー・ベアード（Rosemary Baird）がいる（19）。この研究の中で

提示される様々な芸術作品は，有力貴族の持つ富の大きさを改めて確認させて

くれるとともに，当時のカントリー・ジェントルマンたちの社交場であった競

馬場の風景を伝えてくれるものでもある。

次に，ベンティンク卿改革については，グッドウッドの厩舎調教師であった

ジョン・ケント（John Kent）の手による 1892年出版の Racing Life of Lord

George Cavendish Bentinck, M. P. and Other Reminiscences がある（20）。当

該競馬場関係者によるこの著作は先行研究でもあるが，史料的価値も高く，本

論文で取り上げるジョージ・ベンティンク卿の改革についての詳細な記述があ

る。また，ベンティンク卿は保護貿易論者として活躍したが，彼の死後，その

生涯と政治的活動について著した人物として，かのベンジャミン・ディズレー

リが挙げられる。ベンティンク卿の盟友であったディズレーリが執筆した

Lord George Bentinck : A Political Biography の巻頭には「彼は英雄の遺産

を遺した，それは偉大な名と模範としての示唆である」と書かれており（21），

ベンティンク卿の政治的活動を理解する上で，重要な書物であることを指摘し

ておきたい。

2．グッドウッド競馬場の開設と進展

グッドウッド競馬場は，チチェスター（Chichester）の北，サセックス・ダ

ウンズ（Sussex Downs）にあり，ここでの最初の公式の競馬は，揺籃期から

ジョッキー・クラブのメンバーであった第 3代リッチモンド公爵（3rd Duke

of Richmond）の私有地で 1802年に開催された。そして，ジョージ・ベンテ

ィンク卿とともに 19世紀中頃における諸改革を実施したのが，彼の又甥で，

ジョッキー・クラブのメンバーであった第 5代リッチモンド公爵チャールズ

・ゴードン・レノックス（Charles Gordon-Lennox, 5th Duke of Richmond,
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1791−1860）である（22）。

1802年の Racing Calendar には，グッドウッド競馬の開催予定が掲載さ

れている。この年の Racing Calendar には，グッドウッドを含めて，42の競

馬場の開催予定が掲載されていた（23）。また，この年の Racing Calendar の定

期購読者は，1,058名であり，その内グッドウッド競馬場の地元サセックスで

は 19名であった（24）。同じ年，例えばロンドンでは，163名，ニューマーケッ

トがあるサフォーク（Suffolk）は 23 名，エプソムがあるサリー（Surrey）

は 41 名で，地方の代表的なヨーク（York）競馬場があるヨークシャー

（Yorkshire）では，62名の購読者を数えていた（25）。中央のニューマーケット

を擁するサフォークが 23名という点を考慮すれば，19名は決して少ない数で

はない（26）。この数が，ベンティンク卿時代の 1846 年には，定期購読者数

1,308名となり，先のそれぞれの内訳は，サセックス 34 名，ロンドン 261

名，サフォーク 37 名，サリー 43 名，そしてヨークシャーが 99 名であっ

た（27）。サセックスの定期購読者数は増加し，サフォークやサリーに匹敵しよ

うかという成長を見せたことが理解できよう。

さて，グッドウッド競馬は，リッチモンド公爵家の土地で開催されたもので

あるため，当然ながらその影響下にあったが，彼らの貴族的ネットワークと，

地元の有力者との密接な繋がりのもとで開催されたことに特色がある。ここ

で，再び Racing Calendar を紐解いてみよう。最初の 1802 年の Racing

Calendar には，「グッドウッド競馬，1802年 4月 26日月曜日開催予定」と

あり，2名の幹事の名前とともに，8つの競走予定が記されている（28）。その

最初のレースが重視されるが，このレースに登録したのは 7名で，注目すべ

きは，リッチモンド公爵やエグレモント伯爵（Ld Egremont）の名前ととも

に，プリンス・オブ・ウェールズの名前が記されていることである（29）。彼は，

ジョッキー・クラブのメンバーであったといわれているが（30），後のジョージ

4世である。記念すべき最初のレースに，王族や貴族が登録していることか

ら，グッドウッドが王族や貴族の競馬場で，ジョッキー・クラブの手による競

馬場であったことが，まずは理解される。
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また，この競走には，Mr. としか称されない 4名が登録している。そのう

ち，シェイクスピア氏（Mr. Shakespear）とバインドロス氏（Mr.

Byndloss）は，1802年の Racing Calendar 購読者一覧に，サセックスの購

読者として名前があることから，グッドウッド競馬場がある地元の有力者であ

る（31）。地方の競馬場では，有力者の庇護によって競馬が開催されることが通

例であり，競馬史家ヴァンプリューも，グッドウッド競馬場を引合いに出して

いる（32）。王族や貴族に支えられ，なおかつ地域の有力者にも強力に支持され

ていたグッドウッドの様子は，その開催幹事を地元の名士であったリッチモン

ド公爵家のレノックス少将（Major-General Lenox）が務めていたことからも

理解されよう（33）。やがて，グッドウッドは，「壮麗な（glorious）」グッドウ

ッドと呼ばれるイギリス社会における主要競馬場へと成長し，地方競馬のモデ

ルとなっていくが，単なる一地方競馬場ではなく，貴族的ネットワークと地元

のカントリー・ジェントルマンとの融和を図る理想的な競馬場として，ジョッ

キー・クラブが位置づけていたことがわかる。

次に，1802年の Racing Calendar に掲載された開催予定競走についてだ

が，重要なことは，近代性を示すステークス競走が重視されていること，また

貴族性を色濃く残すマッチ・レース（Match Race）も行われている点である。

先の最初のレースは，登録料 10ギニー，距離 3マイルのスウィープステーク

ス（Sweepstakes）であった（34）。これは，勝ち馬の馬主が，全出走馬の馬主

から集まった登録料を総取りする競走のことである。従来，競馬は「長時間，

長距離，少頭数」で行われるのが基本であったが，18世紀後半に入り，ジョ

ッキー・クラブが先頭に立って近代競馬を確立していくにあたって，「短時間，

短距離，多頭数」の競走形態が目立つようになった。その際，重宝されたのが

このステークス競走で，18世紀末から創設され始める 3歳馬のみによるクラ

シック・レースもこのステークス競走の一種である（35）。

この他，初年度のグッドウッド競馬では，他のスウィープステークスが 1

レース，優勝馬にプレート（Plate）が贈られるプレート競走が 6 レース，

Racing Calendar 上で開催予定競走として掲載されていた（36）。地域色を示す

１０１19世紀中頃におけるイギリスジョッキー・クラブと地方競馬



ものとして，これらのプレート競走のうち，2つにシティ・オブ・チチェスタ

ー（the City of Chichester）の名前がみられることが特筆される（37）。地域の

協賛のもとで競馬が開催されていたことが分かり，地域密着型の競馬であった

ことの証左である。

また，Racing Calendar には掲載されていなかったが，1802年のグッドウ

ッド競馬では，マッチ・レースが 6 レース行われていたことが分かってい

る（38）。マッチ・レースは，1対 1で行われる馬主の威信を示すと同時に所有

馬の「高貴さ」をも示す，極めて貴族的な競走形態のことである。ジョッキー

・クラブの本拠地ニューマーケットでは，19世紀前半を通じてこの種の競走

が重視されていたが，最初期のグッドウッド競馬は，ニューマーケットのよう

に従来の貴族的要素を多分に遺していたといえる。

次の表 1は，1847年の競走についてまとめたものである。この表の詳細は

後述するが，ここでは 1847年になっても貴族的要素が重視されていることを

指摘しておきたい。特に，強調しておきたいレースは，第 7レースのグッド

ウッド・クラブ・ステークス（Goodwood Club Stakes）で，クラブのメンバ

ーしか騎乗することのできない特殊な競走の存在は，従来の貴族らしい競馬が

この時代にも重宝されていた事実を物語る。また，第 8レースのウェルター

・ステークス（Welter Stakes）もジェントルマン騎乗によるレースで，同様

の指摘ができるであろう。

さて，グッドウッド競馬場の知名度を大きく押し上げるきっかけとなった出

来事に，メインレースであるグッドウッド・カップ（the Goodwood Cup）の

創設とその後の発展がある。これは，3歳馬以上が参加する競走で，3歳馬に

限定されたクラシック・レースとはその質を異にするものであるが，競馬に求

められる興奮，感動といった諸要素や開催要領としては，クラシック・レース

に準ずる性格を持つものであった。この競走は，1812年に創設された。当初

の名前はゴールド・カップ（Gold Cup）であったが（39），1837年から正式に

グッドウッドの名を冠するようになった（40）。この時期は，後述するベンティ

ンク卿時代とまさに合致している。1814年からは，より良い天候の下で競馬
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を楽しむために，グッドウッド競馬の開催自体が，第 4代リッチモンド公爵

のイングランドへの帰国に伴い，当初の 4月ないし 5月から 7月下旬に移さ

れたが（41），エンターテイメント性が盛り込まれたグッドウッド競馬の名声は

高まっていった。

では，1814年のゴールド・カップ（以後グッドウッド・カップと記す）に

ついて，同年発行の Racing Calendar 誌上に掲載されたその競走形態を確認

してみる。この競走は，登録料 10ギニー，賞金 100ギニーで，競走距離 3マ

イル（4,800 m），加えて 10 名の登録がなければ不成立との記載があっ

た（42）。Racing Calendar 発行時，この競走に登録していたのは，エグレモン

ト伯爵，ワイト氏（Mr. Whyte），サー・ジョン・コープ（Sir John Cope），

ジョリフ氏（Mr. Jolliffe），ロー氏（Mr. Law）の 5名であった（43）。このま

まであれば，競走は不成立になっていたところであったが，実際には，12名

の登録があり，ブレーク氏（Mr. Blake）のバンクォー（Banquo）が勝利を

収めた（44）。規定以上の参加者を集めたということは，この競走が当初から馬

主たちに注目されていたことを示している。

ゴールド・カップという名称の競走は，グッドウッド競馬場以外でも行われ

ていたが，1807年に創設されたアスコット競馬場のものが，特に著名である。

ここで再び 1814年に焦点を当てると，この年の Racing Calendar に掲載さ

れた 55競馬場のうち，ゴールド・カップが行なわれていたのは，グッドウッ

ドを含めて 28競馬場で，全体の半数以上を占めていたことがわかる（45）。こ

の年のグッドウッド・カップとダービーやオークスといったクラシック・レー

スが開催されていたエプソム競馬場での同年開催予定のゴールド・カップとを

比較すれば，エプソムのゴールド・カップの競走距離が 2マイル（約 3,200

m）と，グッドウッド・カップが 1マイル長い。競走距離を除く他の競走基準

は全く同じであり（46），これを考慮すれば，グッドウッド・カップは極めて中

央的基準で創設されたことも理解される。

その後，1847年になると，同年の Racing Calendar に掲載された 56競馬

場のうち，明確にゴールド・カップの名が付いた競走が行なわれた競馬場は
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15競馬場で，グッドウッド・カップのように，競馬場名や地域名を冠したゴ

ールド・カップと思われる競走が行なわれた競馬場は 9ヶ所あった（47）。1814

年に比べ，その割合は減少しているが，グッドウッド・カップのように，独自

の名前を冠する競走が誕生したことは，そうした競馬場が大きな発展を経験し

たためであると言って差し支えないであろう。

ここで，グッドウッド競馬場の 1814年以降の発展について見ておきたい

が，1819年には，グッドウッド競馬の開催は 8月中旬に変更され，1825年に

は，開催における賞金総額が 1,057ポンドとなり，開催初年度以来 1,000ポン

ドを超え，過去最高額を記録した（48）。それ以降，賞金総額は飛躍的上昇を遂

げた。事実，1831年には初めて 5,000ポンドを突破し，1837年には初めて

10,000ポンドの大台を超えた（49）。開催における賞金が増えたということは，

それだけ多くの参加者を集めたということと同義である。実際，スウィープス

テークスに代表されるステークス競走の賞金は，登録馬数に比例するものであ

り，この時期に劇的増加を見せている。

加えて，1830年代において，グッドウッド競馬は，「著名な（celebrated）」

競馬として認知されている（50）。同時に，権威のあったスポーティング・マガ

ジン（Sporting Magazine, 1792年創刊）内で言及されているように，グッド

ウッド競馬は，よく知られており，まさに賞賛に値する成果で，高い権威を持

つとも指摘されている（51）。そのため，グッドウッド競馬がその揺籃期を脱し，

新たな発展段階に入ったのは，1830年代であると言える。また，当時のジョ

ッキー・クラブメンバーで，ベンティンク卿のいとこであったチャールズ・グ

レヴィル（Charles Greville）は，上流階級の競馬生活について，「1834年 8

月 5日，競馬のためにグッドウッドへ。途中で一晩ペットワース（Petworth）

へ行った。スタンリー（Stanley）は，グッドウッドで，競馬，ビリヤード，

その他そのようなものに熱中していた」と日記の中で回顧している（52）。この

記述に登場するスタンリーとは，後の第 14代ダービー伯爵（Edward Geoffrey

Smith-Stanley, 14 th Earl of Derby, 1799−1869）のことであり，彼もジョッ

キー・クラブの主要メンバーであった。実際にジョッキー・クラブのメンバー
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が，当時のグッドウッド競馬場に頻繁に足を運んでいた事実をうかがい知るこ

とができる。

さて，この頃になると，ジョッキー・クラブは以前にも増してスポーツ統括

団体としての「近代的」側面を見せ始めていた。このことは，1828年 10月 29

日の，ニューマーケットのニュー・ルーム（New Room）における新しい競

馬施行規則制定に如実に現れている（53）。加えて，1832年にはジョッキー・ク

ラブの競馬施行規則を採用しない競馬場からの紛争解決依頼を一切受け付けな

いと，Racing Calendar で発表した（54）。これは，まさに他の競馬場に対する

圧力であった。

こうした圧力は，1807年，Racing Calendar に，ジョッキー・クラブによ

ってすでに解決された「判例集」の掲載が開始されたことに始まる。ヴァンプ

リューによれば，これは地方の競馬場開催幹事に対する手引きとして行われた

ようである（55）。また，1816年には，ジョッキー・クラブの幹事たちが，「論

争中の問題をジョッキー・クラブの幹事たちの判決に委ねたいと思う人は，一

定の条件が守られる限り自由にそうしてよい」という通知を Racing Calendar

に発表した（56）。一定の条件とは，論争中の問題が競馬に関するものであるこ

と，文書でその事件の申し立てを行うこと，ジョッキー・クラブの幹事たちの

判決を遵守することなどであったが，この時期に初めて，ジョッキー・クラブ

は他の競馬場からの要求があった場合，その仲裁をすることを進んで申し出た

のである（57）。そのため，1816年以降のジョッキー・クラブは，従来よりも具

体的な形で，グッドウッドでの規則改革を含めて，他の競馬場に影響力を及ぼ

していくことになる。

3．ジョージ・ベンティンク卿の改革

1836年から，ジョッキー・クラブの幹事としてその手腕を発揮したジョー

ジ・ベンティンク卿は，グッドウッド競馬場を舞台に改革を始めたが，それら

は，スポーツにおける近代的要素である公平性の確保とエンターテイメント性
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の充実などである。具体的には，違反者の厳重な処罰，グランド・スタンドの

整備，馬運車の導入，出走馬の口腔検査，公平な斤量の設定などが挙げられ

る。

1840年代のグッドウッド競馬場における違反者への厳重な処罰の実施に関

して述べるには，まずジョージ・ベンティンク卿と協力関係にあった第 5代

リッチモンド公爵についての言及から始めなければならない。第 5代リッチ

モンド公爵は，1845年の第 2回 10月開催の火曜日に，ニューマーケットで

開かれたジョッキー・クラブの会議において，次のような称賛を受けてい

る（58）。「ジョッキー・クラブの満場一致の感謝が，リッチモンド公爵閣下の貴

族院における根気強い尽力と優れた貢献に対して示された，競馬場の最大の利

益に対して破壊の恐れがある多くの古臭い制定法が廃止されたので，競馬に関

する現存の法が，安全かつ満足な地位にある」と。

これは，幹事であったベンティンク卿のリッチモンド公爵への賛辞とも言え

るが，一体彼らはどのような変革を競馬にもたらそうとしていたのであろう

か。リッチモンド公爵が管理し，ベンティンク卿が改革を行ったグッドウッド

競馬場に目を転じることにする。

1847年版 Racing Calendar は，掲載量が増え，初めて分冊化が行われた

版であるが，グッドウッド競馬場の開催予定には，初めに以下の警告が記され

ている。

リッチモンド公爵閣下は，違法行為の罪を犯した人物，また，賞金，違

約金や競馬で負けた賭け金の支払い不履行で悪名高い人物は，グッドウッ

ドにおける全競馬開催の間，グランド・スタンドやその特定観覧席，サセ

ックスでの彼の所有地に入場を許されないこと，そして，もしそのような

人物が入場するならば，リッチモンド公爵閣下，その時の幹事，もしくは

競馬場事務員に存在を指摘され，追い出されるであろうことを警告す

る（59）。
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違法行為に関するこの警告に続いて，競馬場に「今年現れるなら，起訴され

る」とも記されている（60）。こうした債務不履行者などの違反者に対する徹底

的な締め出しは，ジョージ・ベンティンク卿が着手した，競馬のスポーツ化の

一つ，すなわち公平性を確保するための重要な改革であった。

さて，ジョッキー・クラブの幹事を務めたベンティンク卿は，すべての階級

の観客に適切な便宜を与えることに対する商業的利点を認識した最初の幹事で

もあった（61）。彼は，若い頃から競馬に興味を持っており，22歳の時，グッド

ウッドで行われたコックド・ハット・ステークス（the Cocked-Hat Stakes）

に自ら騎乗し，勝利を収めているが（62），それはまさに中世の騎士さながらで，

競馬の貴族的伝統をこよなく愛する人物であった。その一方で，ベンティンク

卿は，リッチモンド公爵とともに幾多の改革を行うことで，グッドウッド競馬

場を競馬の最先端にし，今日知られている競走管理の基礎を築いた（63）。例え

ば，それぞれの競走におけるスタートの際の時間厳守を競馬場係員に求め，発

走予定時刻に遅れた場合，毎分 10シリングの罰金を科す制度を確立したし，

速報掲示板の導入や適切な騎手服の着用，定められた場所での装鞍や，競走馬

のグランド・スタンド前での歩行および駆け足（「返し馬」），スタートに伴う

旗での補助などを導入した（64）。

これらはすべて，競馬をエンターテイメントとして確立していくにあたって

必要不可欠な要素であった。グッドウッド競馬場において厳密な競馬開催を行

うことで，その開催の公平性を示し，同時に自らをアピールする場として，競

馬場を機能させたのが，ジョージ・ベンティンク卿の功績であった。後に，こ

れらの改革がニューマーケットを含めたイギリスの中央競馬場のみならず，地

方競馬場，さらには世界中で導入され，グローバル・スタンダードとなってい

く。

加えて，上流階級をアピールする場となったのが，特別観覧席であるグラン

ド・スタンドである。グッドウッド競馬場では，1842年に新しいグランド・

スタンドが完成したが，当時の The Illustrated London News の中で，「グッ

ドウッド競馬は，その週のスポーツ・アトラクションで，例年の式典であり，
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すばらしいイギリス紳士リッチモンド公爵の嗜好，進取の気性，寛容さのおか

げで，今や王国の最も優れた競馬娯楽を供給している」という賛辞を贈られ，

スタンドの華やかな様子が伝えられていた（65）。先のベンティンク卿の改革，

すなわち，発走遅延の罰金制度や，速報掲示板，適切な騎手服，装鞍場所，

「返し馬」などの導入は，グランド・スタンドの観客の楽しみおよび賭けをよ

り促進するためのものであったので（66），それぞれが密接に関係しあっていた

と言える。

この他にも，1836年にベンティンク卿がエリス（Elis）でセントレジャー

を勝った時には，史上初めて競走馬が調教厩舎から競馬場まで運搬車で運ばれ

るという偉大な業績があった（67）。この功績も，グッドウッドで発案されたも

のである（68）。当時，競走馬の輸送手段はまだ確立されておらず，厩舎から遠

く離れた他の競馬場まで移動するには，競走馬自身の脚で，時には数日をかけ

て移動しなければならなかった。このことを考えると，彼の馬運車の考案は，

既存の概念を覆す画期的なものであり，彼が活動拠点としたグッドウッド競馬

場と他の競馬場間の移動を容易にし，かつ馬の負担を軽減することを企図して

いたと指摘できる。この点から，ベンティンク卿は，公平性とエンターテイメ

ント性の両方において，競馬のスポーツ化に貢献した人物であったと言える。

さて，グッドウッド競馬の 1847年の開催にあたり，先ほどのリッチモンド

公爵の警告の他に，以下のような警告もある。

公称の年齢が疑われる馬は，幹事によって任命された適任者による口腔

の事前検査なしに出走を認められない，もし競走後まで反対されなけれ

ば，同種の検査が強く要求される。そして，馬主，調教師，馬の世話を託

された他の人物によって，そうした検査に対する抵抗があった場合には，

その賞金と競走は二着馬に与えられ，関係した連中は，グッドウッド競馬

で永久に馬を走らせること，出席することから除外されるだろう（69）。

この出走馬の口腔検査は，年齢詐称が行われていないかを判断する重要な検
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査であったので，これもまた公平性を追求するものであるが，これに関して，

「異議は，幹事の一人かウェザビー（Weatherby）氏に書面でなされなければ

ならない」と続いている（70）。リッチモンド公爵とベンティンク卿の協力関係

および彼らがジョッキー・クラブのメンバーであったという事実から，ジョッ

キー・クラブとグッドウッド競馬場との繋がりを指摘できる。さらに，競走予

定の終わりには「すべてのニューマーケットにおける規約は，グッドウッドに

おいて固守される」とあり（71），ニューマーケットと地方競馬場のモデルであ

ったグッドウッドとの関係を Racing Calendar に明示したことは特筆され，

他の地方競馬場への強制が際立ったことを示している。

特に，公平性とエンターテイメント性という点においては，斤量の改革がも

っとも重要な改革と言えるかもしれない。斤量とは，競走馬に課される騎手を

含めた負担重量である。競走に面白みを持たせ，さらに興奮や感動を引き起こ

すためには，出走する競走馬の馬齢や性別を考慮した上で，この斤量を決めね

ばならない。これが偏ってしまうと，出走馬に有利不利が出てしまい，競走が

公平性に欠け，エンターテイメント性においてもつまらないものになってしま

うからだ。

19世紀中頃におけるグッドウッド競馬の改革の進展を見るために，先に挙

げた 1802年のシティ・オブ・チチェスター協賛のプレート競走の一つを見て

みると，3歳馬以上に参加資格があったが，その斤量は 3歳馬 6ストーン（約

38.1 kg），4歳馬 7ストーン 7ポンド（約 47.6 kg），5歳馬 8ストーン 5ポン

ド（約 53.1 kg），6歳馬 8ストーン 10ポンド（約 55.3 kg），7歳馬以上 8ス

トーン 12ポンド（約 56.2 kg）とばらつきが極めて激しく，牡馬と牝馬間に

生じる性差も考慮されていないことがわかる（72）。シティ・オブ・チチェスタ

ー協賛のもう一つのプレート競走は，3歳馬と 4歳馬によって行われたが，3

歳馬の斤量が 7ストーン 5ポンド（約 46.7 kg），4歳馬の斤量が 8ストーン 8

ポンド（約 54.4 kg）と，わずか 1歳の違いで約 8 kg もの差があり，やはり

牡牝間の性差は考慮されておらず（73），不十分さがあったといえる。

7月下旬に開催が移った 1814年のグッドウッド競馬において，注目すべき

１１０ 19世紀中頃におけるイギリスジョッキー・クラブと地方競馬



点は，先のグッドウッド・カップとの関連性がみられる競走が存在しているこ

とである。その競走は 3歳以上で行われ，斤量は 3歳馬 6ストーン 9ポンド

（約 42.2 kg），4歳馬 8ストーン 1ポンド（約 51.3 kg），5歳馬 8ストーン 10

ポンド（約 55.3 kg），6歳上 9ストーン 2ポンド（約 58.1 kg），牝馬とセン

馬（去勢された馬）は 3ポンド（約 1.36 kg）減量というものであったが，こ

の競走には，グッドウッド・カップの勝ち馬は 7ポンド（約 3.18 kg）追加さ

れる旨が記されていた（74）。こうした，競走間に関連性を持たせることも，競

馬開催においては重要で，公平性やエンターテイメント性の充実に繋がるもの

であったことは，容易に想像がつく。

そして，ベンティンク卿時代における先の表 1を見てみると，各競走に細

かな斤量設定がなされていることがわかる。第 2レースには，ニューマーケ

ットのジュライ・ステークス（July Stakes），チェスタフィールド・ステーク

ス（Chesterfield Stakes）の勝ち馬に追加斤量 5ポンド（約 2.27 kg）を課す

2歳馬競走のラヴァント・ステークス（Lavant Stakes）が予定されていた

し，第 6レースには，クラシック・レースであるダービー，オークスの勝ち

馬に追加斤量 8 ポンド（約 3.63 kg），2 着馬に追加斤量 4 ポンド（約 1.81

kg）が課されるドローイング・ルーム・ステークス（Drawing Room

Stakes）が設けられていた。また，第 4, 5レースのように，競走馬の出自す

なわち血統背景を考慮した特殊条件が設定されるなど，それまでの時代と比べ

てベンティンク卿時代には大きな進歩が見られた。事実，ベンティンク卿は，

より効果的な騎手の検量に対する鋭敏も持ち合わせていたため（75），特に斤量

の設定に大きな関心を寄せていたことは間違いなく，改革の結果，より公平な

競走が行われたと言える。

最後に，表 1の補足をしておこう。19世紀半ばになると，その競走形態は

多種多様なものへと変貌を遂げていた。例えば，明確に示されている距離だけ

でも，0.5マイル（約 800 m）から約 3マイル 5ハロン（約 5,800 m）と大き

なばらつきが見られる上に，2歳馬競走の他に 3歳馬競走，4歳馬競走や全馬

齢が出走可能な競走まで設定されている。先に指摘したように，それぞれの競
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走によって，斤量や必要な登録料が細かく定められ，特殊条件付きの競走も見

受けられる。これは，ベンティンク卿の改革によって，競馬が公平性とエンタ

ーテイメント性を持つ「合理的娯楽」に昇華され，近代スポーツとしての性格

を極めて色濃く持つようになった証拠であると指摘できる。加えて，先に指摘

した第 7, 8レースのように，貴族的要素が重視されていることも特筆でき，

ベンティンク卿時代，まさに「貴族的」かつ「近代的」な競馬が行なわれてい

たと言えよう。

お わ り に

本稿では，イギリス地方競馬場の代表的存在として，特にジョッキー・クラ

ブと繋がりの深かったグッドウッド競馬場を取り上げた。ジョッキー・クラブ

は 19世紀前半を通して，その影響力を着実に他の競馬場へ拡大していった。

「判例集」の掲載開始や，1828年における新競馬施行規則の制定および，それ

を採用しない競馬場からの紛争解決依頼の拒否などである。そして，1830年

代から 1840年代にかけて，当時ジョッキー・クラブの幹事を務めていたジョ

ージ・ベンティンク卿が，近代競馬に不可欠な要素を盛り込んだ様々な改革を

グッドウッド競馬場で行ったこと，すなわち，彼の「貴族的」かつ「近代的」

要素を融合させた競馬の形態が，ジョッキー・クラブのネットワークを通し

て，全国へ浸透することを指摘した。

今後の課題として，19世紀後半にも目を向け，特にアドミラル・ラウスの

時代を取り上げる作業が残されている。これに着手することで，ジョッキー・

クラブの権威がイギリス全土に行きわたったのは，19世紀中頃か 19世紀後半

かという議論に対して，19世紀を通しての権威の浸透には，大きな変化が二

度あったことを，より具体的に示すことができるであろう。

加えて，筆者はこれまで，上流階級と中産階級の競馬参加に焦点を当ててき

たが，イギリス競馬の全体像を提示するには，労働者階級の競馬参加につい

て，「賭け」の問題などから，重点的に取り上げなければならないだろう。こ
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れらに関しては，別稿で論じることとしたい。
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The British Jockey Club and the Local Horse Racing
in the Middle of the 19th Century :

Lord George Bentinck’s Reforms
in the Goodwood Racecourse

By Kansuke KAGITANI

In Britain, horse racing has a very long history and is called “the Sport
of Kings.” Although horse racing was formerly a monopoly of the upper
class, all the classes including the middle class and the working class
came to participate in the middle of the 19th century.

This paper takes the Goodwood racecourse in the middle of the 19th
century. It is because horse racing experienced the fusion of an
“aristocratic” element and a “modernistic” element at this time. And the
racecourse, where various reforms were performed at the period by Lord
George Bentinck, was the Goodwood racecourse. Therefore, it is very
important to consider the Goodwood racecourse.

In this paper, the expansion of the influence of the Jockey Club is also
considered at the same time. Because, people of the upper class who were
supporters of horse racing management united a “modernistic” element
with the “aristocratic” element, which horse racing originally has, and
made horse racing a new stage. The Jockey Club, which was a social club
of the upper class, organized horse racing in Britain. They had an
especially large network.

In that case, I will take up the expansion of the social space by the
members of the Jockey Club, the propagation to the local racecourses of
the rules of the Jockey Club, the relationship during some races, and the
growth of races seen to the change of the jockey’s weight. As for historical
records for solving these, I used the Racing Calendar.

In old research, the compatibility of the “aristocratic” element and a
“modernistic” element of horse racing was not taken into consideration. In
addition, I would like to also point out the function of the Goodwood
racecourse as the model case of the Jockey Club. Therefore, this paper
clarifies the horse racing image in the important time around the middle
of the 19th century, and I expect to shed a new light on much existing
horse racing research.
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